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講講 演演 概概 要要

映像を皆の手に
 

ＣＧＭツール

新しい環境には新しいやり方を
 

ＢＹＯＤ

ＷＥＢ戦国時代
 

日本の危機

メディア社会への基盤整備と対処策

自己紹介（１）
 

画像研究への動機

自己紹介（２）
 

圧縮技術研究

自己紹介（３）
 

国際標準化との関り

ＷＥＢ時代の完成
 

プラットフォームクラウド

まとめ
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自己紹介（１）自己紹介（１）
画像研究への動機画像研究への動機



２０１２．５．１９ 校友会講演会 メディア社会の将来 安田 浩 All rights reserved
4

映画との印象的出会い映画との印象的出会い

加山
 
雄三

 
→若大将シリーズ

長谷川
 
一夫

 
→続次郎長富士の感動（1960）

市川
 
雷蔵

 
→眠狂四郎シリーズ

吉永
 
小百合

 
→キューポラのある街(1963）
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ＴＩＡＦに向けて戸田合宿ＴＩＡＦに向けて戸田合宿
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舞台当日のカーテンコール（舞台当日のカーテンコール（19641964））
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自己紹介（２）自己紹介（２）  
画像画像圧縮圧縮符号化技術研究符号化技術研究
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各種メディアの情報量比較各種メディアの情報量比較

本・音楽・映画等の
コンテンツ情報の容量を比較したい

人が楽しむものであることから
１時間楽しめるコンテンツをデジタル化し
メモリ上での容量で比較することを考える
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5×5 10×10 20×20

40×40 200×200100×100

人間の視覚特性を利用する人間の視覚特性を利用する
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テレビ信号の構造とテレビ信号の構造と圧縮符号化方式圧縮符号化方式  フレーム間符号化方式の原理フレーム間符号化方式の原理
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参照フレーム
(前フレーム)

動き補償された参照フ

 レーム

動き補償

動きベクトル

現フレーム
(予測すべきフレーム)

予測フレーム
(予測誤差の処理)

動き補償された
フレーム予測

 
(引き算)

動き補償フレーム間予測動き補償フレーム間予測
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
 

メディアの性質を利用

・2値画像
 

:
 

白黒画素が連続しやすい
 

ランレングス符号化

・静止画
 

:
 

近くの画素は似かよっている
 

DCT

・動画像
 

:
 

現画面は前画面に似ている
 

動き補償予測


 

人間の視聴覚特性を利用

・画像
 

:
 

色信号の劣化には鈍感
 

色はサブサンプル

・音声
 

:
 

大音と同時にある小音は聞こえにくい
 

マスキング


 

符号の発生確率の偏りを利用

・符号発生確率に差がある
 

可変長符号化

圧縮の原理圧縮の原理
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領域
 
３

カラー静止画圧縮の原理カラー静止画圧縮の原理

領域
 
１

領域
 
２

14
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― 量子化―

逆量子化

サンプル
遅延

＋

フレーム遅延

＋

符号割当

映像符号化フレームワークの進化映像符号化フレームワークの進化

― 量子化

逆量子化

フレーム遅延

＋

符号割当DCT

逆DCT

動き補償

安田提案フレームワーク
（1976年，IEEE論文）

MPEGの最終形態
フレームワーク

時間冗長度圧縮 空間冗長度圧縮

フレーム間差分の空間的相関を除去する基本コンセプト

時間冗長
度圧縮

空間冗長
度圧縮

― 量子化

逆量子化

フレーム遅延

＋

符号割当DCT

逆DCT

時間冗長度圧

 

縮

空間冗長度圧縮

空間冗長度圧縮を
DCTへ置き換え

動き補償
の導入

コーデックとしての実現手法も同時に意識して研究開発
論文

・1976年，IEEE論文：1.5Mbps符号化装置
実現方式特許

・バッファ・メモリ

 

(特許登録番号1226411号)
・バッファメモリ書込み制御方式

 

(特許登録番号998084号)
・フレーム間符号化方式

 

(特許登録番号1144002号)

MPEGをはじめとする映像符号化

 
標準の基盤フレームワークととも

 
に，コーデック装置実現の基礎と

 
なっている
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1.544Mb/s1.544Mb/s符号化方式の実用化符号化方式の実用化
 

19771977年年44月月2727日放映日放映
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自己紹介（３）自己紹介（３）
圧縮技術国際標準化に関る圧縮技術国際標準化に関る
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標準化は何のために標準化は何のために

多くの人 に使えるようにする（結果として市場を大きくする）

量産 を可能としコストを下げる

使用者に安心感 を与える（過度な技術競争は使用者離れ
 を引き起こす）

生産者に安心感 を与える（知的財産権の乱用がない）

規制・障壁などの適用を緩和 できる

調達 を容易とできる（特に公共調達）
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各種電源コンセント各種電源コンセント
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各種電源コンセント各種電源コンセント
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各種電源コンセント各種電源コンセント
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画像圧縮標準化への画像圧縮標準化への
要求条件要求条件と使われ方と使われ方

圧縮率の高さ →ＪＰＥＧ
 

デジカメ

→MPEG-1/2/4
 

地デジ

組合利用の可能性→MPEG-4
 

携帯電話

知的財産権対策→MPEG-4

検索の効率化→MPEG-7
 

検索エンジン

将来への飛躍→MPEG-21
 
著作権管理
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1986

ISO/TC97/SC2/WG8(1982～1991)

JPEG
JBIG

1990

1988 MPEG-1

デジタルコンテンツの流通

WWW

デジタルビデオ

1996

1998

MPEG-4

DVD
デジタル放送

安田が関った安田が関った
画像・映像技術標準化の変遷画像・映像技術標準化の変遷

2002 MPEG-21

通信カラオケ

CD-ROM
1992

1994

MPEG-2 ISO/IEC JTC1/SC29(1991～)

MPEG-72000

JPEG-2000
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私の経験：私の経験：ＪＰＥＧ評価ＪＰＥＧ評価

０

２

４

１０

８

６

主
観
評
価
値

０．０８
 

０．２５
 
０．７５

 
２．２５

bit/pixel

ADCT□

□

□

□

ABAC
○

○

○

○

△

BSPC△

△

△
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何故ＭＰＥＧは成功したか何故ＭＰＥＧは成功したか
1.適切な人を得た

3.過去に学んだ
ＪＰＥＧ、ビデオテックス、ＨＤＴＶ、ＦＡＸ

4.要素技術に徹し、かつ競争の余地を残した

5.統合を基本とした
音＋絵、放送＋通信＋コンピュータ、方式＋デバイス

6.徹底検証と速さを守り抜いた

7.日本の貢献（口を動かさず手を動かす）

2.多くの人を巻き込んだ
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日本が縁の下の力持ちに

なることによって成功

ＭＰＥＧＭＰＥＧ
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メディア社会へのメディア社会への
基盤整備と対処策基盤整備と対処策
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メディアとはメディアとは

分類 片方向 双方向

有線
（有線放送
スピーカの
ことが多い）

有線電話

無線 無線放送 携帯電話
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98 00 02 04 06 08 2010
（出所）通信機械工業会、資料による推計

ＰＣ系
２９兆円

ネット家電
４７兆円

2003：地上波デジタル（３大都市部）

2007：地上波デジタル完了

民生用AV関連

モバイル関連

カー関連

パソコン

非ＰＣの成長

累計（国内市場・兆円）

2001/10：IMT2000 次世代携帯電話

2000/12：BSデジタル本放送

ユビキタス
ネットワーク
時代の幕開き

ＰＣ中心の

 Ｗｅｂ

 ｺﾝﾋﾟｭﾃｨﾝｸﾞ

三位一体によるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ユビキタスインフラの完成三位一体によるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ・ユビキタスインフラの完成

写メール
 の登場

２１世紀２０世紀

01

i-モードを初
 めとするモバ
 イルインター
 ネットの普及
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ブロードキャスト
１：Ｎ

 

マスコミ 放送

マイクロコミュニティの形成と自己顕示の高揚→ＳＮＳ

通信メッセージング
１：１

ミニコミ
Ｍ：Ｍ

マイクロコミ
ｍ：ｍ

放送と通信
の融合

発信源数

創る

送る

視聴対象数

楽しむ

受ける

真のコミュニケーションへ真のコミュニケーションへ
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尖閣列島で中国漁船
海上保安庁巡視艇に

突っ込んで衝突
外交問題に発展か？
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尖閣列島で中国漁船海上保安庁巡視艇に
突っ込んで衝突

 
外交問題に発展か？
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ブロードバンド・ユビキタス
基盤のさらなる整備

映像情報ビッグバンは必然！映像情報ビッグバンは必然！

映像表現ツール
の一層の発展

大衆の行動様式

情報を大量に発信
興味を引きやすい情報を発信

検索エンジン
の一層の発展

ブロードバンド・ユビキタス
基盤のさらなる整備

映像情報
ビッグバン
スパイラル

映像表現ツール
の一層の発展

大衆の行動様式

情報を大量に発信
興味を引きやすい情報を発信

検索エンジン
の一層の発展

ブロードバンド・ユビキタス
基盤のさらなる整備
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映像情報ビッグバンへの対処が必要映像情報ビッグバンへの対処が必要

過去の歴史に学びたい

ビッグバンは地球の過去に２回あり
宇宙のビッグバン

地球誕生時期に発生
生命のビッグバン

カンブリア紀
 

５億４３００万年前

上記２つのビッグバンの内、
発生前、発生最中、発生後の様子が

解るのは、生命のビッグバンのみ

生命のビッグバンから何か学べるか？
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情報ビッグバン前

5千年前

「生命「生命ビッグバンビッグバン」」とと「「情報ビッグバン情報ビッグバン」」の対比の対比

検索エンジン
（遠隔眼）の誕生

1980年

地球をおおっていた霧が晴れた

眼の誕生 5.43億年前

カンブリア紀後
全動物は眼を持った

全動物が眼を持つ

５００万年間

ＰＣ９８等パソコン
の出始め

デジタルクラ
ウドの完成

カンブリア紀前
海底で眼無し動物は受け身で暮らしていた

10億年前

ほぼ５億年間

情報ビッグバン後

全人類が遠隔眼
 を駆使するはず５０年間

2030年
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(7) グローバルな理解を得るための情報発信が必要

(5) 情報の日本文化に整合した効率的理解促進が必要

(4) 知識化・理解促進のためにすべてのデバイド解消が必要

(2) グローバルに最新の情報への迅速なアクセスが必要

(8) 安心安全環境の構築（透明性と匿名性）が必要

(9) 上記を支えるためのＮＷインフラ・ＢＣＩ技術が必要

WEB3.0WEB3.0＆画像ビッグバンへの＆画像ビッグバンへの対処策対処策
(1) 国内での情報の集積化と迅速なアクセスが必要

(3) 収集情報の再利用のための巨大アーカイブが必要

(6) 個人型検索エンジン・プライベートアーカイブの開発

(7) グローバルな理解を得るための情報発信が必要

(8) 安心安全環境の構築（透明性と匿名性）が必要

(5) 情報の日本文化に整合した効率的理解促進が必要

(6) 個人型検索エンジン･プライベートアーカイブの開発
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WEBWEB戦国時代戦国時代
日本のピンチとチャンス日本のピンチとチャンス
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WEBWEB戦国時代戦国時代
日本の日本のピンチとチャンスピンチとチャンス危危  機機
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ブッシュ氏は、この概念を「人」を構成要素として実現した

この概念では
すべての情報は最新化され
情報取得は迅速に行え、相互参照が可能であり
情報の追加・削除・重み付けは自動的に成される

すなわち、各分野の第一人者を自分の部下として
常に最新の情報を持つこと
必要とするときに直ちに提供し、他の分野との関連を示すこと
が何故必要としたかに基づき情報を重み付けしておくこと

記憶拡張機概念誕生とヴァネヴァー・ブッシュ記憶拡張機概念誕生とヴァネヴァー・ブッシュ

１９４５年にブッシュ氏が発表した
 

MEMory
 

EＸtender
はＷＥＢ3.0の基礎概念であった
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centralized them

WEB2.0 WEB3.0WEB1.0

distributed us decentralized me

WEB3.0WEB3.0は時間移動も可能なは時間移動も可能な
 

４次元の時代４次元の時代

情報提供者が
一方的に発信

する環境

集中した彼ら

ユーザ参加型の場
（ブログ、SNS)

誰でもコミュニティ

蓄積された情報と推測を
活用すれば瞬間移動術

が身につき、
時間軸も移動可能か？

どこにも私誰でも放送局

分散する私たち 非集中の私

ＷＥＢとはＷＥＢとは
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マルチメディアの進化の系譜マルチメディアの進化の系譜
memex

ヴェネヴァー・ブッシュ

オーグメン
テーション

ダグラス・エンゲルバート

アルト
アラン・ケイ

マッキントッシュ
Ｗｉｎｄｏｗｓ

ジョブズ・ゲイツ

ハイパー
テキスト

テッド・ネルソン

WWW
ティム・バーナーズ・リー

モザイク
マーク・アンドリーセン

パケット通信
ポール・バラン

ARPANET
米国防総省

スプートニク
・ショック

１９４５

１９６２

１９９３

１９８０

１９６８

１９７３

１９８４

１９５７

１９６９

１９６４

坪田知巳「2030年メディアのかたち」講談社、２００９．０９．２５、p132

スマートフォン

クラウド
コンピューティング

ＷＥＢ
 

３．０ プラットフォーム
クラウド

２００６
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ＷＥＢ３．０を活用するにはＷＥＢ３．０を活用するには
スマホ系操作機、検索エンジン、クラウド

が揃えば
 
ＷＥＢ３．０は使えるか？

残念ながら、まだ足りません

情報の個人にとっての重み付けを
行う機構が必要です

そのためのプライベートアーカイブが必要です
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プライベート
アーカイブ

プライベート・プライベート・アーカイブアーカイブとはとは

ライフログ・
その他プライ
ベート情報

複数検索
エンジンから

の情報

評価基準は
検索エンジン
毎に異なる

友人情報
（信頼情報）

最新入力情報
の信頼性評価

エンジン

新着情報
の適切な
評価結果



２０１２．５．１９ 校友会講演会 メディア社会の将来 安田 浩 All rights reserved
44

WEBWEB時代の完成：時代の完成：
プラットフォームクラウド時代

ＰＦＣ：  Platform Cloud
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①

 
Ｗｅｂ基盤の利点→永遠のビギナの使用を促進する

永遠のビギナ対策を行って全員ＩＣＴを使いこなすことが必須
永遠のビギナは、個人環境の設定・再設定、セキュリティ対策等は苦手
コスト／パフォーマンスを常に最適に保つためには、ＩＣＴ時間貸しが必須

ＰＦＣ：プラットフォームクラウドの構築ＰＦＣ：プラットフォームクラウドの構築
ＰＦＣ＝サービス（ＳａａＳ）クラウド＋仮想個人環境（ＶＰＥ）クラウド

ＶＰＥ：Virtual Personal EnvironmentＳａａＳ：Software As A Service

②

 
何故ＰＦＣが必要か→ＩＣＴ時間貸しとセキュリティ向上のため

サービス・応用ソフトの時間貸しを実現
→サービスソフトクラウドの構築←ＳａａＳとして一部導入始まる

利用者は「永遠のビギナ」と考え、個人作業環境はすべてサーバ側に設置
→仮想個人環境（ＶＰＥ）クラウドの構築

←不完全な形態としてはシンンクライアント端末が存在

③

 
クラウド化のコストパフォーマンスを上げる

認証機構や巨大サーバ・データベースの構築
→個人情報の蓄積場所が主権管理の及ばない場所になることは阻止

ＶＰＥクラウドでは、ＶＰＥを移行可能とすることを義務付け、競争を担保する
→優位性を確保するためにサービスソフトクラウドとの一体化を認知
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高速動作の大規模ＡＰには高速動作の大規模ＡＰには
クラウドコンピューティング化クラウドコンピューティング化

現在の形
スタンドアローン型

使用機器

キー
ボード

処
理
部

表示部
すべて
一箇所

ＯＳ
必要なＡＰ

ファイルなどの個人環境
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高速動作の大規模ＡＰには高速動作の大規模ＡＰには
クラウドコンピューティング化クラウドコンピューティング化

処
理
部素材アーカイブ

高速ネットワーク

将来の形
クラウドコンピューティング型 使用機器

表示部

キー
ボード

画面ストリーム

入力データ

クラウド
コンピューティング

ＯＳ
必要なＡＰ

ファイルなどの個人環境

クラウド内の最適な
場所に置かれる
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プラットフォーム
クラウドＢ社

プラットフォーム
クラウドＡ社

プラットフォーム
クラウドＣ社

サービス
クラウドＸ社

ファイル
クラウドＹ社

ファイル
クラウドＺ社

サービス
クラウドＹ社

究極のクラウド：プラットフォームクラウド究極のクラウド：プラットフォームクラウド

ＰＣ

携帯

携帯

携帯

シンクラ
イアント

ＰＣ

シンクラ
イアント
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プラットフォーム
クラウドＡ社

プラットフォーム
クラウドＣ社

サービス
クラウドＸ社

ファイル
クラウドＹ社

ファイル
クラウドＺ社

サービス
クラウドＹ社 Ｎ氏携帯

プラットフォームクラウド間の移動プラットフォームクラウド間の移動

Ｎ氏個人環境

Ｍ氏
シンクラ
イアント

Ｍ氏個人環境

個人環境を
移すことは

安全か

Ｍ氏個人環境

Ｎ氏個人環境
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シンクラ
イアント

プラットフォーム
クラウドＢ社

プラットフォーム
クラウドＡ社

プラットフォーム
クラウドＣ社

サービス
クラウドＸ社

ファイル
クラウドＹ社

ファイル
クラウドＺ社

サービス
クラウドＹ社

ＰＣ

携帯

携帯

携帯

シンクラ
イアント

ＰＣ

シンクラ
イアント

認

 証

 ク

 ラ

 ウ

 ド

プラットフォームクラウドの最大の課題：認証プラットフォームクラウドの最大の課題：認証
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映像を皆の手に映像を皆の手に
ＣＧＭＣＧＭ（（Consumer Generated MediaConsumer Generated Media））

 
ツールツール
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ネット
配信

映像（映像日記、映像ＢＬＯＧ、映像旅行記、映像
 

プレゼン、映像コマーシャル等）を誰でも簡単に作
 

成できる
 

“シナリオ入力映像自動創生ソフトウェア”

シナリオ
を入力

素材コンテンツを
ネットから検索

文脈からコンテンツ
の配置、動作設定・
カメラワーク演出の
設定

CG素材や実写
素材を組み合わ
せて自然な表現

演出知識ＤＢ
素材コンテンツDB

DMD: Digital Movie Director

アーカイブ
が必要

プロの智恵を準備
エキスパートシステム

コンピュータに理解
させる言語が必要

気に入った作品になるまで繰り返す（シナリオの詳細化）

誰もが誰もが映像映像を簡単にを簡単に創れる創れるようにように
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ＤＭＤは映像創りための簡単ツールＤＭＤは映像創りための簡単ツール

DMD:
Digital Movie

Director

素材アー
カイブ

 
#n

素材アー
カイブ

 
#2

素材ＮＷ 素材アー
カイブ

 
#1

高速ネットワーク

シナリオ
入力者

①

①

 

シナリオをＤＭＤに入力

②

②

②

 

ＤＭＤが素材を用いて自動的に映像創生

映音相関技術

③

レッスンプロ
画像編集者

音響編集者
③

③

 

映音相関技術やエキスパートシステムが映像をリファイン

素材開発者
（特に人間以外
の素材が重要）

④

④

 

素材映像を製作して入力
⑤

 

創生された映像を視聴・評価

⑤

視
 

聴
 

者
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編集機能

試し見機能

試し見映像表示部
登場者選択

表情選択

対象

 

１

対象

 

２

動作選択機能

お辞儀、笑う
座る、立ち上がる

歩く、走る、
手を振る、等々

カット間同期
制御機能

BGM選曲機能

カメラワーク

 選択機能

効果音
選択機能

せりふ入力部

シナリオ１行分
１カットを記述

ＤＭＤのインターフェースＤＭＤのインターフェース

舞台選択機能

立位置選択機能

ＤＭＤは録音可能
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ＤＭＤはどのように使われるかＤＭＤはどのように使われるか

ＤＭＤ
Digital Movie Director

教科書・操作書
３Ｄ映像化

３Ｄ映像
コマーシャル創生

コミュニティ優位化
素材３Ｄ映像創生

素材創生ソフト開発
アーカイブ/コンテスト

３Ｄ映像
リテラシイ検定

認知症進行阻止

ビジネス

対話能力涵養
協調作業能力涵養

創造性涵養
３Ｄ映像感性涵養 若

年
教
育

知的財産伝承活動

草の根発信

中
高
年
活
性

仮想環境教育
簡単化

３D映像創生簡単化

３Ｄ映像
検索エンジン

３Ｄ映像
超高帯域圧縮

基本

３Ｄ映像
メタデータ生成
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新しい環境には新しいやり方を新しい環境には新しいやり方を
ＢＹＯＤ：Bring Your Own Device

スマートフォン市場規模予測（ＭＭ総研調べ）

●
 

２０１１年度は前年比２．７倍の２３４０万台
●

 
２０１６年度は総出荷の８３．４％の３５５５万台

●
 

２０１６年度の契約数は６７．３％の８１１９万件
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プラットフォームクラウドとスマホプラットフォームクラウドとスマホ

プラットフォーム
クラウドＢ社

プラットフォーム
クラウドＡ社

プラットフォーム
クラウドＣ社

サービス
クラウドＸ社

ファイル
クラウドＹ社

ファイル
クラウドＺ社

サービス
クラウドＹ社

スマートフォン

タブレット

ＰＣ

携帯

企業Ｄ社

企業Ｄ社はＢ社と契約しているが

社
内
Ｎ
Ｗ
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プラットフォームクラウドとスマホプラットフォームクラウドとスマホ

プラットフォーム
クラウドＢ社

プラットフォーム
クラウドＡ社

プラットフォーム
クラウドＣ社

サービス
クラウドＸ社

ファイル
クラウドＹ社

ファイル
クラウドＺ社

サービス
クラウドＹ社

スマートフォン

タブレット

ＰＣ

携帯

企業Ｄ社

企業Ｄ社はＢ社と契約しているが

社
内
Ｎ
Ｗ
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社内LAN社内LAN

スマホ系スマホ系導入の背景導入の背景
•会議の多い上位マネジメントや、出張の多い営業職員が多かったが、安全性の面から

 メールやカレンダーは自席PCからしか確認できず、社外からの利用を許していなかった。

メールメール

カレンダーカレンダー

連絡先連絡先

リアルコム社

 

福田雅和氏

 

2011.08.12講演より

スマートフォン

スマートフォン

• 会議の連続で自席に戻ること

 
が少ない。

• 会議中は確認する事ができな

 
い。

• スケジュールのダブルブッキン

 
グなどが発生していた。

会議

• 本来許可していない私用メー

 
ルへの転送などが行われてい

 
る節があった。

• お客様からの連絡にスピー

 
ディーに答えられない。

• 出張から帰るとメールの処理

 
に追われて仕事にならない。

出張

持ち運び・利便性等からスマホ系デバイス増加→どう対処
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私物デバイスの社内接続は必要か私物デバイスの社内接続は必要か
マルチデバイスアクセスが可能な体制であれば接続を許可することにより、ＩＣＴ活用が

 活発化する

 
←

 
ビジネス時とプライベート時の連続性のため

上位層を巻き込んでの早期パイロット利用を行い、安全確保をしなが
 ら企業サービスの利用規制を緩和する事でスムーズな展開を行う事

 が可能
 

→ ＢＹＯＤ：Bring Your Own Device の実現
リアルコム社

 

福田雅和氏

 

2011.08.12講演より

• 会議続きの中で、カレンダー

 をリアルタイムで確認して、

 参加・不参加を決定できる。

• 出張中にメールが参照でき、

 適切な指示を出せる。

役員

• 社外にいる事が多く、メール

 をリアルタイムに参照し返事

 ができる。

• 電話と併用する事で出張時

 の取引もスムーズに行えるよ

 うになった。

管理職

• 自身の私用端末を利用でき

 る制度なので、業務端末に

 比べ、精神的ハードルが低

 減でき、活用が進んでいる。

一般社員
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ＢＹＯＤＢＹＯＤセキュリティ対策の勘所セキュリティ対策の勘所
•セキュリティ対策を充実させていくと、スマートデバイスのメリットである、

 機動性や自由度を殺す事になっていくため、極力活用の幅を狭めない
 対策がポイントとなる。 よくある堅いセキュリティ対策

目指すべきセキュリティ対策

リアルコム社

 

福田雅和氏

 

2011.08.12講演より

セ
キ
ュ
ア
化

スマートフォンの機動性や自由度の幅

推
進
す
べ
き
方
向
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私用端末の業務利用（私用端末の業務利用（BYODBYOD）で）で  
気をつけるべきポイント気をつけるべきポイント

入手できる端末自体は、原則法人向けもコンスーマー向けも変わりが無い事を理解し

 た上で、端末のコントロールにどこまで手を出すかがポイントとなる。

リアルコム社

 

福田雅和氏

 

2011.08.12講演より
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スマホ系は楽しいスマホ系は楽しい
 

無料アプリ無料アプリ

武蔵野学院大学

 

准教授

 

木暮祐一氏

 

調査資料から
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スマホ系は楽しいスマホ系は楽しい
 

有料アプリ有料アプリ

武蔵野学院大学

 

准教授

 

木暮祐一氏

 

調査資料から
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ＢＹＯＤの語源ＢＹＯＤの語源

それは
 
ＢＹＯＢ

ＢＹＯＢ：Bring Your  Own Bottle
お酒持込

だから
 
楽しい

 
のです

ＢＹＯＤで楽しく働ける組織にしましょう
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まま とと  めめ
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現在のパラダイムシフト現在のパラダイムシフト
①大量生産から知的個別生産へ

②ものによる便利さ・効率化の追求から、

③物財の展開・保護から知財の展開・保護へ

④見えるもの作りではなく、

⑤東日本大震災を受けて顕在化したＩＣＴの課題

心づかいによる安心・安全の追求へ

見えないシナリオ作りへ
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豊かさと豊かさと繁栄繁栄がなくなった原因がなくなった原因

今まで品質の優れた物を世界に供給した
物は世界共通
物自身が宣伝してくれる

知的資源の供給が重要度を増した
知的資源の存在を知らしめる

→文化は言葉：
 

言葉の障害の克服が必要
知的資源はネットで宣伝できる

→ネットにのらないと駄目
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対面対面社会から社会からメディアメディア社会へ社会へ

常時どこでも人を意識するＩＣＴ

に向けて皆様で努力しましょうに向けて皆様で努力しましょう

利便としてのＩＣＴから絆を作るＩＣＴへ

ＨｅａｒｔｗａｒｍｉｎｇＨｅａｒｔｗａｒｍｉｎｇ  ＳｏｃｉｅｔｙＳｏｃｉｅｔｙ
（暖心社会）（暖心社会）

Ⓡ

Ｈｅａｒｔｗａｒｍｉｎｇ
 

Ｓｏｃｉｅｔｙ
 

：
 

東京電機大学が作り出した言葉
Ⓡ
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ご静聴有り難う
ございました
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